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八百津町教育委員会 教育委員  小松普門 

 

 カミュの『ペスト』(1947 年出版)が災厄や困難に直面した人間がどのように振る舞

い、いかに生きるべきかを問いかけていることから、このコロナ禍にとても多くの人々に

読まれたそうです。難しそうではありましたが、私も手を伸ばしてみました。このお話に

描かれている世界は、さながらコロナ禍の現代社会のようです。ペストも新型コロナウイ

ルスも、人間から自由や尊厳を奪う不条理なもの、という点では全く共通しています。カ

ミュが主人公の医師リウーを通して語る言葉には、この時代にも古びることなく、心に響

くものがたくさんありました。 

 

「なすべきことは、確認されるべきものを明瞭に確認し、無用の亡霊をついに追い払い、

適切な処置を講ずることである」 

 

「こんな考え方は笑われるかもしれないが、ペストと戦う唯一の方法は、誠実さです。私

の場合は、自分の仕事(医師としてできること)を果たすことだと思っています」 

 

 ペストは人間らしさを奪うものでした。新型コロナウイルスにおいても私たちは当初、

どう太刀打ちしてよいか分からず、不安と混乱に満ちた生活を強いられたことは、まだ記

憶に新しいと思います。しかし、徐々に対処法も明らかになり、恐れつつも克服すべきも

のへと変化しています。 

私の町の子供たちも各学校や教育委員会、地域の方々に支えられ誠実に感染症対策に取

り組みました。できることを最大限に工夫（明瞭に確認）し、不安におののくばかりでな

く（無用の亡霊）、適切に対処してコロナ社会を生き抜いてきました（適切に処置）。今の

子供たちにとって「誠実さ」とは、「よく学ぶ」ことではないでしょうか。そしてもう一

つ、相手を想いやる力強い心もあるでしょう。コロナ社会は本当に悲惨な出来事でした

が、その中にも大切な学びはありました。一個の人間として生きる自覚と責任を持ちなが

ら、他を尊重し支え合って共生していく心を大切にしてほしいと思います。 


